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KAKEHASHI Project 招へいプログラム  

ジャパン・ボウル陣の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、米国よりナショナル・ジャパン・ボウ

ルで上位に入賞した高校生 23 名（引率者 2名含む）が来日し、日本の政治、社会、歴

史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、8月 4日

から 8月 11 日までの 7泊 8日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

米国 （23 名） 

 

３．訪問地 

東京都、広島県 

 

４．日程    

8 月 4 日（火） 成田国際空港より入国 

  来日オリエンテーション 

8 月 5 日（水）～8月 9日（日） 

  広島県を訪問 

 

【最先端技術】マツダ工場、マツダミュージアム 

【歴史】平和記念資料館、平和記念公園 

【歴史】錦帯橋 

【歴史・自然】宮島、厳島神社、広島城、灯篭流し 

【表敬訪問・講義】広島市、「平和への取組み」 

【学校交流】広島国際学院高等学校 

【交流】ホームステイ 

【文化体験】筆の里工房（書道体験） 

        ワークショップ 

 

8 月 9 日（日） 地方プログラム終了後、東京へ移動 

8 月 10 日（月） 【表敬訪問】文部科学省 

  【表敬訪問】米国大使館 
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  【表敬訪問】高円宮妃殿下 

  【視察】原宿 

  【レセプション】アメリカンセンター 

8 月 11 日（火） 【講義】外務省「日米関係」 

報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

DC グループ成田国際空港より出国 

LA グループ羽田国際空港より出国 

３．プログラム記録写真  

ジャパン・ボウル陣の記録 

  

8 月 4日 来日オリエンテーション（東京都） 8 月 5日 【歴史】平和記念公園（広島市） 

  

8 月 6日 【歴史・自然】厳島神社（廿日市） 
8 月 7日【学校交流】広島国際学院高等学

校（海田町） 
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8 月 8日 【交流】ホームステイ（熊野町） 8 月 9日 ワークショップ（熊野町） 

  

8 月 10 日【表敬訪問】高円宮妃殿下（東京

都） 
8 月 11 日 報告会（東京都） 

 

 

４．参加者の感想   

 

◆ 米国 高校生 

 平和記念公園とマツダファクトリーがとても印象的でした。平和記念資料館では、戦後も長く続

く原爆の影響と広島市の平和に対する取り組みについて知り、理解が深まりました。日本の平和

に対する取り組みから多くを学びました。この経験のおかげで平和の取組みに、これから私も積

極的に参加できると思います。また、マツダミュージアムでは技術のみならず、日本人の物づくり

に対する情熱を学び、日本で作られたものに対して私の中で更に評価が高まりました。 

プログラムの中で一番好きな事はホームステイでした。日本人家族と一緒に生活を共にする事

によって、本当の日本の姿を学べたと思います。 

 

◆ 米国 高校生 

 プログラムに参加して、日本人が日常生活の中で培い基本としている礼節や道徳観に感銘

を受けました。「気を使う」という言葉は日本人のおもてなしの気持ちをとてもよく表現していると思
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います。 

また、日本の家庭はとてもきちんと片付いており、意味を持って整頓されています。日本人にと

って、清潔さはとても重要だと知りました。 

 

◆ 米国 高校生 

 日本人は良心的で、常に他に配慮をしながら行動していました。日本人は次世代のためのクリ

ーンな世界を維持するために、環境に優しい姿勢を続けています。 

また、学校交流での茶道体験を通して、日本の文化がいかに心遣いや人への配慮に重きを置

いているか、主人は客に対していかに配慮の行きとどいたおもてなしを心がけていることがわかり

ました。私は日本滞在中に訪れた場所で、心配りや気遣いの文化に多く触れることができました。

米国では、個性を強調するあまり、他の人への配慮や気遣いを忘れてしまうことがあるように思い

ます。今回の日本訪問で感じた日本の文化を家族や友人と共有して私自身の人生の中に活かし

ていきたいと思いました。 

 

◆ 米国 高校生 

 私は日本人の礼儀正しさ、マナーの良さに感動しました。よく日本語の先生から日本人は礼儀

正しいと教えられていたので分かっていたつもりでしたが、日本で体験した経験の中で例えば飲

食店や販売員の接客は比べ物にならないほどレベルが高いものでした。帰国したら是非、この事

について発信したいと思います。 

 

５．参加者の帰国後の発信内容（報告会での）例/ 派遣国での発信内容 

  

A グループ発表「平和の宣言」 発信によって日本とアメリカのギャップ

を狭める 
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B グループ発表「日本へ行こう！イニシア

チブ」 

日本語を勉強している生徒達に対し、来日

等によって勉強を続けることを励ます 

  

C グループ発表「振り返り（Reflections）」 SNS,学校内や平和市長会議にて KAKEHASHI

での学びを発信する 

 
 

Instagram 発信 Twitter 発信 

 


